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人生線 (life  line) から自分を見つよう！
ポジティブ・リフレーミングをしてみよう！
             全校生徒数    50 日以上欠席
　1996 年度    　587  　      30(5.1%)
　1997 年度    　547          32(5.1%)
　1998 年度    　518          28(5.4%)
　1999 年度    　494          19(3.8%)
　2000 年度    　471          14(2.9%)
　2001 年度    　470           7(1.5%)
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登校が増えてきたからである。
　再登校ができた事例では、
①父親との合同面接によって家族全体の協力が得
られたケース。
②担任が週１回家庭訪問し、そのたびにマンガ本
を１巻、２巻…と持って行き担任教師の自筆の
イラストとメッセージを添え続けたケース。
③手紙、メール等で担任と交流を続けたケース。
④キャッチボール（野球）等でコミュニケーショ
ンを深め、休日や夕方の登校から授業日の登校
に至ったケース。
⑤適応指導教室→ピアノ教室→学習塾→登校と進
んでいったケース。
⑥カラオケ、家族旅行などで家族関係が改善され
登校に結びついたケース。
⑦担任が朝迎えに行き、クルマに乗せて登校させ、
それをきっかけとして登校し始めたケース。
⑧クラスの友人の誘いによって登校できたケース。
⑨学校での教育相談に親と共に参加することによ
って登校に至ったケース。
⑩遠足、体育祭、修学旅行等の行事に参加するこ
とから登校が始まったケース。
　などがあげられる。再登校は新学期が最も多く、こ
の時期に向けての適切な取り組みが非常に重要である
ことが分かった。また、小学校時に不登校であっても
（３～４年以上にわたる長期であっても）入学式には
必ず参加したことから、入学式当日のＨＲなどでの担
任教師の関わり方が極めて重要な役割を果たすことも
分かった。生徒との最初のコミュニケーションが、不
登校になり教師が家庭訪問したときにならないように
することが大切である。
　成功事例では、教師カウンセラー（臨床心理士）に
よる家族面接・課題処方と担任教師へのコンサルテー
ションが連動・連携し効果的に機能していた。コンサ
ルテーションの場合、コンサルティのリソースや価値
観に敬意をはらいながら活用していくと事例の進展
が速かった。子育て経験や教職経験、すでにもってい
るコンサルティの知識や情報をいかに有効に活用する
か、ということである。イラストが上手、野球が好き、
楽器が得意などの特技を活用することによって関係が
ずいぶんと改善された例が多い。このような関係づく
りの中で、不登校生徒の認知、感情、行動面の安定化
が進んでいったと考えられる。
　また、保護者へのカウンセリングにおいても、母親
の過去の子育ての問題や母親自身の生い立ち、夫婦生
活の微妙な問題にまで「介入」していくのではなく、
母親の心情に共感的理解を示した上で、子育て支援と
いう視点からのアドバイスの方が家族の協力も得やす
く比較的短期に変化がみられた。
　保護者たちは毎日不登校生徒と向き合い対応に苦慮
していることから、「面接と面接の間すなわち日常生
活においてどのような課題を持ちどのように接してい
けばよいのか」を共に考えていったのである。
　長期化した不登校生徒の中には、昼夜逆転しテレビ
やゲーム三昧になっていることもある。ストレス・コ
ーピングの役割を果たしているのであろうが、この
状態を好ましい状態であると本人も家族も見なしにく
い。これらを全面禁止する必要はないが、家族の一員
としての仕事を与え、できたことを誉めて自己効力感
を高めていくことも必要であろう。
　掃除、洗い物、風呂の用意、学習などその子の状態
に応じて課題を設定し、これらの課題をめぐっての良
好なコミュニケーションが家族の間でできた事例もあ
る。
　予防的あるいは開発的取り組み、すなわち学校適応
感を高める実践では、グループエンカウンターの授業
等が自己理解、他者理解、ソーシャル・スキル・トレ
ーニングに役立つことが多かった。ＳＭＴなどでプリ
テスト、ポストテストを行った結果、得点変化が有意
に示された。加えて、それらのようすを学年通信によ
ってフィードバックしていくことにより、自己理解や
他者理解をさらに深めることができたと思われる。
　今後は、集団の構造と個人の関わり、自己意識他
者意識の関係をより重視したアプローチが必要であろ
う。コミュニケーション構造、勢力構造、凝集性、モ
ラール、同調への圧力等が個人の社会的コンピテンス
に与える影響は大きいと考えられるからである。学校
不適応は、学校という集団の場で特定の個人に起こる
という単純な事実を再考する必要がある。つまり、学
校ストレスのグループ・ダイナミックス的分析である。
Ａ中学校の不登校生徒の減少は、いじめ、暴力、器物
破壊等の問題行動が減少し、落ち着いて授業が受けら
れるようになったこととも関係していると考えられる
からである。
　
６．さいごに
　不登校生徒一人ひとりに応じた取り組みは、全校的
な方針を確立し、それに基づいてこそ、より柔軟にで
きる。方針がなかったり抽象的であいまいな方針では、
逆に画一的な方法になってしまうかもしれない。当然
ながら、教育相談部の設置は不可欠であろう。
　教師カウンセラーの専門性が問われる。一人ひとり
に応じた対応は、幅広い方法を熟知している必要があ
る。見立てと取り組みの点検においても高度な知識と
経験が必要である。
　また、職場の中で、不登校生徒への取り組みが前向
きに明るく話し合える状況をつくっていくことが、極
めて大切である。この場合、校長の役割はたいへん大
きいと思われる。
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